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横浜市における光化学注意報発令時の気象条件 

横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 髙木宏人（３年次） 

はじめに 

 光化学スモッグは、工場から排出された窒素酸化物や

揮発性有機化合物が、太陽光によって光化学反応を起こ

し発生する。この物質によって、目や喉、皮膚などに刺

激症状が引き起こされる。（※1） 

 本研究は、光化学スモッグの発生しやすい条件を見つ

け、健康被害を減少させることを目的とする。 

解析方法① 

「光化学注意報発令状況メインメニュー」から、2013

～17 年度の横浜地域の発令日を数える。（計 30 日） 

「気象庁｜過去のデータ検索」から、発令日の気象状

況を調べる。 

※今研究では、最高気温、風速（平均、6 時、12

時）、湿度（平均、6 時、12 時）、12 時までの日照時

間、12 時の天気を集めた。 

気象データに一定の条件を付け、それを超える値に印

を付け、20 日を超える気象状況を発令しやすい条件と

する。 

※一定の条件を 最高気温：32℃以上、風速系：

3.0m/s 未満、湿度系：80％以上、12 時までの日照時

間：2 時間以上 とした。 

解析結果① 

 それぞれの気象状況に対する印の数は図 1 のようにな

った。 

 
 図 1 より、発令しやすい条件を 

最高気温、平均風速、6 時風速、6 時湿度、12 時までの

日照時間 と設定する。 

 上記の条件の印を各日にちで数えると表 1、12 時の天

気は表 2 のようになった。 

表 1 各日にちの印の数   表 2 12 時の天気 

印の数

（個） 

日数

（日） 

3 2 

4 14 

5 14 

 

 

解析方法② 

 2013 年度の 7～8 月で設定した条件のデータを集め、 

印を付けて各日にちの印の数を数える。 

解析結果② 

 2013 年度の 7～8 月に、6 時の湿度は 62 日中 53 日あ

ったため、条件から除外する。 

 このとき印の数を数えると発令日（12 日）は表 3、発

令日以外（50 日）は表 4 のようになった。 

表 3 印の数（発令日）   表 4 印の数（発令日以外） 

 

 

 

表 3,4 より、 

条件が 3 個以上あると、発令しやすいことが分かった。 

考察 

 気温において、気温が高いのは太陽光が強いためであ

ることが多いので、光化学反応が促進された。 

風速が小さいと大気が循環されないため、光化学オキ

シダントが溜まりやすい、と考えられる。 

紫外線量において、快晴の時と比べると、薄曇りの日

は 80～90％、曇りの日は 60％となる。しかし、雲の間か

ら太陽が出ている場合、雲からの散乱光が加わるため、

快晴の時より多い紫外線が観測されることがある。 

また、12 時までの日照時間で日照が確認できたため、

紫外線量が多くなったと推測される。 

おわりに 

 それぞれの条件を重要度が同じとみなして研究を行っ

ていたが、条件の中でも優先順位があると考えられるの

で、そのことを考慮すべきであった。 
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図1 気象状況に対する印が付いた日数

天気 日数

（日） 

快晴 10 

晴れ 8 

薄曇り 6 

曇り 6 

印の数

（個） 

日数

（日） 

0 6 

1 14 

2 22 

3 5 

4 3 

印の数

（個） 

日数

（日） 

3 5 

4 7 


